
3130

実
施
地
域

実
施
地
域

実
施
地
域

実
施
地
域

実
施
地
域

実
施
地
域

特殊充填容器

燃料電池ユニット

愛媛県と愛媛大学が共催で試食会を開催
（知事、学長が出席）

防除剤の暴露により破壊された
カレニア細胞

カツオより､マグロより美味しい‼

プロジェクト研究の発表会

ポスター展の開催

新たな養殖魚“スマ”

/

研究開発テーマとステージ管理

アルカリ性水溶液の電気分解による
「高効率水素製造システム」の実証試
験の報道公開の様子

アルカリ性水溶液の電気分解による
「高効率水素製造システム」の概要図

瀬戸内コンビナートで育まれた「せとうち・ものづくり技術基盤」を
活かした次世代産業の育成・集積

地域イノベーション戦略

　石油・石炭化学コンビナートを中心に育んできた山口県特有の「せとうち・ものづくり技術基
盤（ケミストリー、部材・素材、中小ものづくり技術）」を、これらと親和性のある「環境・エネル
ギー」及び「医療関連」分野に活用し、新たな成長産業の育成・集積を図ります。産学公金が一
体となって、域外からの情報・人材・投資等を呼び込み、共同研究開発、内発展開、企業誘致等
を誘発することにより、持続的なイノベーションを創出します。

【事業概要】
　コーディネータが地域の強みを活かした産学・産産マッチングを行い、
マテリアルサイクルの構築に資する研究開発グループを次々に立ち上げる
ことにより、環境・エネルギー産業クラスターの形成・拡大を図ります。　
　また、研究開発テーマをステージ管理することにより、出口を見据えた
マネジメントを行っています。

　地域エネルギー創造分野では、新たな水素製造技術の実証試験に取り
組んでいます。実証試験の様子をメディアに公開するなど、本事業の取組
を地域に浸透させるため、積極的な情報発信に努めています。

【主な成果】
　県内外の中核大企業と県内ものづくり中小企業の連
携・協業による研究開発により、事業化案件を次々に創
出しています。

1. 二次電池電解液向け等特殊充填容器
　県内ものづくり中小企業が、県内大企業との共同研
究により、当該大企業が開
発した二次電池用溶媒等
を運搬するための耐食性に
優れた禁水容器を開発しま
した。県内ものづくり中小
企業は、当該研究で培った
自動溶接システムを基に事
業を拡大しています。また、
二次電池用溶媒の開発に
は本事業で招へいした研究
者が参画し、材料探索や機
能評価を行いました。

2. 純水素型燃料電池システム
　県外大企業と県内ものづく
り中小企業が協業し、世界最
高水準の発電効率を実現し
た国内初となる定置用純水
素型燃料電池システムを開発
しています。燃料電池ユニッ
トを県外大企業が事業化し、
将来当該システムに搭載する
純水素ボイラー型貯湯ユニッ
トを県内ものづくり中小企業
が開発中です。また、当該シ
ステムの部品等は複数の県
内中小企業から採用される
予定です。

【主な成果】
１．新たな養殖魚“スマ”を初出荷
　愛媛大学と愛媛県が共同で“スマ”の種苗生産と養殖技術
の開発に取り組んでおり、平成26年に初めて2,150尾の種苗
の生産に成功しました。生産技術の改善により平成27年は
4,400尾、平成28年は11,700尾と生産尾数は順調に伸びて
おり、平成28年4月には完全養殖に成功しました。平成27年
には、民間企業の協力を得て、養殖実証試験に取り組み、マー
ケットサイズに達したスマを
東京、大阪、松山の百貨店で、
刺身商品（5切れ100g）とし
て、マグロの中トロ並みの
1,500円で試験販売しまし
た。脂の乗り等が一定の基準
を超えたスマを“伊予の媛
貴海（ひめたかみ）”と名付け、
ブランド化を推進しています。

2．赤潮プランクトンの高感度早期検出手法や防除方法の開発
　赤潮プランクトン5種について、海水を濃縮して抽出した
DNAを定量PCR法により測定する
高感度早期検出手法を開発し、特許
出願を行いました。また、ICTによる
双方向のコミュニケーションシステム
開発研究に取り組んでいます。さらに、
宇和海で大きな漁業被害をもたらす
カレニア赤潮の防除について、公設試
と共同で入来モンモリ（粘土鉱物）と
ミョウバンを混合した防除剤を開発
しました。

3．水産業に関わる広い分野の人材を輩出
　平成25年度以降の人材育成プログラムの受講修了者は52
名で、漁業者、漁協職員、水産物流通加工業者、金融機関関係
者、県市町職員等の広い分野にわたっており、宇和海沿岸（南
予）の市町を中心に、中予、東予、高知県宿毛市からも参加し
ています。金融機関関係者は推進協議会の構成団体からの参
加で７名もおり、将来、6次産業化の起業にあたっては融資、
市場開拓の支援等について実効ある支援が期待されています。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成26年～30年度）

「やまぐちものづくり」環境・医療
イノベーション創出地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…山口県経営者協会、山口県経済同友会、
　　山口県商工会議所連合会    ほか
学…山口大学、山口東京理科大学、
　　山口県立大学
官…山口県産業技術センター、
　　やまぐち産業振興財団、山口県
金…山口銀行、西京銀行、日本政策投資銀行

　瀬戸内コンビナート由来の「水素」と「二酸化炭素」を地域戦略資源として捉
え、ケミストリーの可能性を極限まで探求し、物質変換による「地域エネルギー」
の創造を目指しています。そして、地域エネルギーを人工的に循環させるマテリ
アルサイクルを作り出し、クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現、水素
社会を見据えたコンビナート地域型水素サプライチェーンモデルの構築に貢献
し、関連産業の育成・集積を図ります。

略歴：昭和６１年トクヤマ入社。藤
沢研究所、つくば研究所、研究開
発企画GLを経て、平成２５年山口
県産業技術センターに出向。現
在に至る。博士（工学）。

プロジェクトディレクター

東 　 正 信

地域イノベーション戦略

　愛媛県の宇和海は、養殖魚の日本一の生産を上げ、日本有数の漁業生産基地を形成していま
す。本事業では、愛媛大学に新たな水産研究者を集積して宇和海の漁業が抱える喫緊の課題の
解決と、併せて、水産業の6次産業化を担う人材の育成により、水産物の新たな流通システムの
開発と6次産業化の展開を目指しています｡また、地元市町が推進する｢宇和海水産構想｣と協調
し、産学官金の各機関が協力して宇和海地域の水産業の活性化に取り組んでいます。

　地域密着型プロジェクトとして、水産振興による宇和海地域の活性化に向けて、

研究による地域課題の解決や6次化人材の育成に真剣に取り組んでいます。『地

域のために』をスロ－ガンに、現場に寄り添い、産学官金がしっかり連携して運

営しています。その中で、新養殖魚『スマ』の試験養殖・販売やICTを活用した赤

潮対策等、全国的にも注目される成果を上げることができました。今後、完全養

殖の宇和海産『スマ』を日本全国、また海外への販売が期待できます。

略歴：昭和５３年伊予銀行入行、
企画部門や支店長を歴任、関連
ベンチャーキャピタル代表取締
役として企業の育成に従事後退
社。平成２４年に現職就任。

プロジェクトディレクター

亀 岡 　 洋 一

宇和海における水産業の新流通システムの開発と６次産業化を目指して
～持続可能なえひめ水産イノベーションシステムの構築～

●研究機能・産業集積高度化地域（平成24年～28年度）

えひめ水産イノベーション
創出地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…愛媛県漁業協同組合連合会、　
　　愛媛経済同友会、四国TLO
学…愛媛大学
官…愛媛県、宇和島市、八幡浜市、
　　西予市、伊方町、愛南町
金…伊予銀行、愛媛銀行、愛媛信金、         
　　宇和島信金、愛媛県信用漁連
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http://www.iti-yamaguchi.or.jp/innovation/ http://www.ehime-iinet.or.jp/inove/

事業の内容 【事業概要】
1. 新たな養殖魚“スマ”の養殖研究
　宇和海は我が国屈指のマダイ・ハマチの養殖基地であるが、「少品種大
量生産」の弊害の経営リスクが指摘されています。このため、新魚種を導
入することにより、リスクを分散し持続的な経営を維持するため、小型
マグロ類の「スマ（Euthynnus
affinis）」の種苗生産、養殖技
術の開発に愛媛大学と愛媛県
が共同で取り組んでいます。現
在、平成28年5月に沖出した種
苗を用いて養殖実証試験を
行っており、今秋から市場に出
荷する予定です。

2. ICT等を利用した海域情報ネットワークの構築
　宇和海では魚類養殖業が盛んであるが、多発する赤潮と魚病は計
画的な生産を妨げる大きな要因となっています。そこで、赤潮と魚病
被害の防止・軽減を図るために、生産者に対して、ICTを利用した警
報や注意報の迅速な情報発信と、生産者から提供される養殖魚や海
洋環境の情報をフィードバックする『双方向の水産コミュニケーショ
ンシステム』を生産者・愛媛大学・宇和海周辺の自治体が連携して構
築することを目指しています。

3. 水産業の6次産業化を担う人材の育成
　開発した人材育成プログラムに基づき「水産イノベーションスキル修得
講座」を周年にわたり開講し、座学と課
題解決能力を身に付けるプロジェクト研
究により、6次産業化の実現に直接参加
するリーダーと、地域構想づくりを担う
人材を養成しています。

4. 知のネットワークの構築
　蓄積した研究成果を毎月１回“えひめ
水産イノベーション研究成果通信”とし
て協議会構成団体や水産関連企業等に
発信するとともに、宇和海沿海市町の庁
舎ロビーで「えひめ水産イノベーション
研究成果ポスター展」を開催し、地域住
民に情報発信をしています。

事業の内容


